
11
月
15
日
、
日
本
共
産
党
市
議

団
は
、
岩
谷
一
弘
市
長
に
２
０
２

２
年
度
予
算
要
求
書
（
３
２
２
項

目
）
を
提
出
し
懇
談
し
ま
し
た
。

初
め
に
、
松
本
議
員
団
長
が

「
岩
谷
市
長
は
、
多
く
の
市
民
か

ら
市
政
を
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う

期
待
が
寄
せ
ら
れ
当
選
し
ま
し
た
。

市
長
の
公
約
は
、
日
本
共
産
党
の

政
策
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
ほ
し
い
。
」

と
述
べ
、
30
項
目
の
重
点
要
求
を

説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
う
づ
き
・
並
木
・
大
野
・

今
尾
・
坂
巻
議
員
が
、
市
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
声
を
伝
え
ま
し
た
。

岩
谷
市
長
は
「
共
産
党
の
み
な

さ
ん
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
議
員

の
時
に
よ
く
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
予
算
要
求
に
つ
い
て

は
、
職
員
と
よ
く
検
討
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。岩

谷
市
長
は
、
「
市
長
選
挙
公

約
」
で
「
市
民
の
声
が
届
か
な
い

市
政
か
ら
あ
な
た
の
声
を
聴
く
市

政
へ
!
」
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
実
現
、
給
食
費
の
無
料

化
、
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
早
期

推
進
、
鉄
道
高
架
工
事
中
で
も
使

用
で
き
る
東
西
連
絡
通
路
、
春
バ

ス
の
毎
日
運
行
、
豊
野
環
境
セ
ン

タ
ー
温
水
プ
ー
ル
建
設
の
検
討
な

ど
を
「
公
約
」
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
が
提
案
し

て
き
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

22
日
（
月
）
に
は
、
午
前
11
時

～
12
時
ま
で
、
岩
谷
市
長
に
「
住

み
よ
い
春
日
部
を
つ
く
る
み
ん
な

の
会
」
が
市
長
選
挙
で
掲
げ
た
重

点
政
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

岩
谷
市
長
が
市
民
の
願
い
に
し
っ

か
り
応
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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く
ら
し
・
福
祉
最
優
先
の
予
算
を

２
０
２
２
年
度
予
算
要
求
書
提
出

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

な
ど
来
年
度
予
算
で
実
施
を

岩谷市長に要望書を提出する党市議団 11月15日

市
民
の
切
実
な
願
い

岩
谷
市
長
は
実
現
を
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「
コ
ロ
ナ
対
策
と
社
会
経
済
活
動
に
つ
い
て
」

市
議
会
・
岩
谷
市
長
に
要
望

16
日
（
火
）
市
議
会
は
、
岩
谷
一
弘
市
長
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
に
向
け
た
要
望
に
つ
い
て
」
申

し
入
れ
懇
談
し
ま
し
た
。

９
月
議
会
で
設
置
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
」

で
検
討
さ
れ
た
内
容
を
６
項
目
の
要
望
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
「
今

後
の
継
続
的
な
感
染
防
止
対
策
で
再
拡
大
を
防
ぎ
つ
つ
、
社
会
経
済
活

動
の
推
進
」
を
求
め
て
い
ま
す
。
市
議
会
を
代
表
し
て
栗
原
議
長
、
水

沼
副
議
長
、
小
久
保
委
員
長
、
松
本
副
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。



昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
開

催
が
見
送
ら
れ
た
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
し
た
が
、
今
年
は
実
行
委

員
会
の
み
な
さ
ん
の
ご
尽
力
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
６
日
～
13
日
は
、
ぽ
ぽ
ら
春

日
部
で
展
示
を
行
な
い
、
14
日
は

正
風
館
で
展
示
と
実
行
委
員
で
も

あ
る
早
乙
女
弘
枝
さ
ん
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

展
示
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

地
域
住
民
の
支
援
に
献
身
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
中
村
哲
さ
ん
の
活

動
の
紹
介
で
す
。

中
村
さ
ん
は
、
１
９
８
４
年
パ

キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
無

料
診
療
を
行
う
た
め
に
赴
任
し
、

１
９
８
９
年
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

拠
点
を
移
し
ま
し
た
。
２
０
０
０

年
頃
よ
り
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
で
干
ば
つ
と
な
り
栄
養
失
調
で

死
者
が
出
た
り
、
お
金
の
た
め
に

武
力
勢
力
に
雇
わ
れ
る
人
が
出
た

り
す
る
中
、
「
こ
の
地
域
に
必
要

な
の
は
医
療
よ
り
水
だ
。
」
と
ク

ナ
⒝
ル
河
か
ら
水
を
引
き
込
み
、

灌
が
い
用
水
路
を
作
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。
農
民
に
武
力
で
は

な
く
農
業
に
戻
る
こ
と
を
何
度
も

説
得
し
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
ま
し

た
。中

村
さ
ん
は
、
こ
の
思
い
を
著

書
で
「
私
達
に
確
呼
タ
ル
援
助
哲

学
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
唯

一
の
譲
れ
ぬ
一
線
は
、
現
地
の
人
々

の
立
場
に
立
ち
、
現
地
の
文
化
や

価
値
観
を
尊
重
し
、
現
地
の
た
め

に
働
く
こ
と
で
あ
る
。
」
と
記
し

て
い
ま
す
。
中
村
さ
ん
は
地
域
の

人
か
ら
「
カ
カ
ム
ラ
ド
（
ナ
カ
ム

ラ
お
じ
さ
ん
）
」
と
慕
わ
れ
、
ガ

ニ
大
統
領
よ
り
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
市
民
賞
」

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
に
取
り
組
ん
だ
思

い
を
世
利
文
夫
実
行
委
員
長
は

「
中
村
さ
ん
は
、
テ
ロ
特
措
法
改

正
の
衆
議
院
特
別
委
員
会
で
参
考

人
と
し
て
『
自
衛
隊
の
派
遣
は
有

害
無
益
』
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
医
師
で
し
た
が
、
現
地
の
干

ば
つ
の
状
況
を
見
て
、
治
療
は
後

で
も
出
来
る
が
、
ま
ず
は
命
を
守

る
こ
と
だ
と
、
水
を
引
き
食
料
を

生
み
出
し
ま
し
た
。
安
定
し
た
暮

ら
し
こ
そ
が
平
和
な
の
だ
と
身
を

も
っ
て
示
し
た
方
で
す
。
み
な
さ

ん
に
日
常
の
生
活
の
中
で
平
和
と

は
何
な
の
か
を
考
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
２
０
１
９
年
12

月
に
銃
撃
さ
れ
，
亡
く
な
り
ま
し

た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
治
安
は

悪
化
し
て
い
ま
す
が
「
ま
ず
命
を

つ
な
ぐ
」
と
い
う
精
神
は
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
等
の
活
動
に
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。

２０２１年１１月２１日（日） 日本共産党発行 週刊 第２４０１号

市立医療センター☎735-1261(夜間毎日土･日･祝)内･外科系 救急電話相談#7119

11/21(日) (内科系)三須医院：粕壁東1-11-12 電話：752-2200 (小児科系)豊春内科小児科ク
リニック：上蛭田681 電話：760-2300 (外科系) かすかべ整形：粕壁東2-1-35電話：760-2551

11/23(祝) （内科系）桑島内科医院：大枝315 電話：735-0001 （小児科系)岩本小児科医院
：谷原3-12-1 電話：795-8796 （外科系）渡辺整形外科医院：西金野井309-12 電話：746-0007

治
療
は
後
で
も
出
来
る

が
、
ま
ず
命
を
守
れ

休
日
当
番
医

泥水をのむ子どもたち

用水に水が引かれ喜び合う子どもたち

在りし日の中村さん

銃
で
は
な
く
、
平
和
の
種
子
を
ま
く

た

ね

第
16
回

平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催


